
◇議会の果たす役割って何？

◇議会の位置づけは？

◇行政の位置づけは？

市民意見を聞く努力が必要

◇市民意見をどのように議会に反映するの？

◇議会自身がよりよく機能するためには？

暮らしの相談窓口

サービスの仕方はどうあるべきか？
◇行政の役割と責任とは？

・・・首長＝執行機関？

・・・議会＝議事機関？
自治体の最高意思を決定するもの？

議会などの意思決定を実際に行うもの？

□行政の役割・責任とは？

□議会の役割・責任とは？

その仕組みとは？

アウトソーシング

参加のルール

□市民と行政の関係とは？

□市民と議会の関係とは？

□議会と行政の関係とは？

◇市民と行政の協働をどのように実現するの？

どの段階から？ どのような棲み分けで？
どのような仕組みで？

◇市民同士の合意形成が
スムーズに行われるためには？

◇協働のあり方、パートナーシップのあり方とは？

→行政サービスの減少分は、市
　民が“動く”ことで対応

◇議会と行政の関係はどうあるべきか？

◇市民と行政の関係はどうあるべきか？

◇自治体における議会・市民・行政の
　関係って何？

◇議会と市民の関係はどうあるべきか？

自治体をともに構成する主体・・・

市民が主役、行政・議会はサポート役・・・

市民に身近な議会
市民が統制できる議会→

・・・平等？、委託者と受託者？、主権者？、納税者？・・・

協働にあたっての市民と行政の関係とは？

◇行政施策へ　　　　 が促進される仕組みとは？
市民参加
市民参画

直接請求（議会解散請求・解職請求）
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委員会の開催に先立ち、 

世話人会が行われました。 

 
グループ討議も2回目。世話人を 

中心にまとめがおこなわれました。 

第
四
回
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

～
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
～  

平
成
一
六
年
一
月
一
五
日
（
水
）
に
第
四
回
の
検
討
委
員
会
が
高
津
区
役
所
第
一
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
二
回
の
検
討
委
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
市
民
、
行

政
、
議
会
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
小
島
副
委
員
長
か
ら
、
①
行
政
の
役
割
・
責
任
と
は
？
、
②
議
会
の
役
割
・
責

任
と
は
？
、
③
市
民
と
行
政
の
関
係
と
は
？
、
④
市
民
と
議
会
の
関
係
と
は
？
、
⑤
議
会
と

行
政
の
関
係
と
は
？
と
い
う
五
つ
の
検
討
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ

を
受
け
て
議
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
多
岐
に
わ
た
る
議
論
で
、
自
治
体
、
行
政
、
議
会
の

関
係
性
が
分
か
り
に
く
い
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
、
関
係
図
を
作
成
し
て
議
論
し
た
グ
ル

ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
基
本
条
例
に
関
す
る
議
論
は
、
今
回
で
三
回
目
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で
は
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
検
討
項
目
の
概
要
は

下
図
参
照
）
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
作
成
さ
れ
る
中
間
報
告
、
最
終
報
告
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

次
回
は
、
区
の
あ
り
方
、
市
民
活
動
の
推
進
、
自
治
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
議
論

を
深
め
て
い
き
ま
す
。 

 
 

■
第
五
回 

二
月 

五
日
（
木
）
一
八
時
三
〇
分
～ 

 

於 

高
津
区
役
所
第
一
会
議
室 

■
第
六
回 

二
月
二
六
日
（
木
）
一
八
時
三
〇
分
～ 

 

於 

高
津
区
役
所
第
一
会
議
室 

■
第
七
回 

三
月
二
六
日
（
金
）
一
八
時
三
〇
分
～ 

 

於 

高
津
区
役
所
保
健
ホ
ー
ル 

 

※
傍
聴
が
可
能
で
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

 
行政、市民、議会などの役割・責務に

ついて、様々な意見が出されました。 

各グループの発表に関連して質疑が

行われました。 
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世話人の主催で会が運営されていき

ます。 

第
一
回
学
習
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 
平
成
一
六
年
一
月
二
四
日
（
土
）
に
、
世
話
人

会
の
主
催
に
よ
る
第
一
回
の
学
習
会
が
高
津
区
役

所
第
一
会
議
室
で
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

川
崎
市
の
条
例
の
全
体
像
に
つ
い
て  

― 

総
合
企
画
局
政
策
部
主
幹 

海
老
名
富
夫 

川
崎
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
自
治
の
取
組
と 

現
状
に
つ
い
て 

― 

総
合
企
画
局
政
策
部
主
幹 
伊
藤
和
良 

 

「
川
崎
市
の
条
例
の
全
体
像
に
つ
い
て
」
で
は
、
自
治

体
の
立
法
と
し
て
の
条
例
の
位
置
付
け
、
そ
し
て
国
会
の

策
定
す
る
法
律
と
の
関
係
性
、
条
例
と
規
則
の
関
係
性
な

ど
、
条
例
の
総
論
的
な
内
容
と
と
も
に
、
福
祉
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
様
々
な
領
域
別
の
条
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
具
体

的
な
川
崎
市
の
条
例
体
系
、
そ
し
て
協
働
、
参
画
、
参
加

な
ど
を
規
定
し
て
い
る
条
例
に
つ
い
て
、
自
治
基
本
条
例

と
の
関
係
性
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
委
員
会
の
中
で
は
、「
条
例
と
い
う

と
難
し
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
話
を
通
じ
て
条
例
に
対
す
る
理
解
が
少
し
で

も
深
ま
っ
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
いつもは事務局の行政職員が委員の

方の前に立ってお話をします。 

 
様々な質問が寄せられました。 

            

引
き
続
き
、「
川
崎
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
自
治
の

取
組
と
現
状
に
つ
い
て
」
の
お
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
は
、
住
民
の
反
対
運
動
な
ど
か
ら
は
じ
ま
っ

た
自
治
の
取
組
が
、
協
働
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い

う
か
た
ち
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
、
さ
ら
に
社
会
・
経
済

状
況
の
変
化
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
行
政
が
有
し
て
い
た

公
共
性
が
変
容
し
つ
つ
あ
り
、
市
民
的
な
公
共
性
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
踏
ま
え
、
現
在
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
自
治
基
本
条
例
と
し
て
定
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
の
方
々
と
と
も
に
、
一
般
の
方
も
参
加
さ
れ
、

自
治
基
本
条
例
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

事
務
局
か
ら  

一
月
に
は
世
話
人
会
主
催
で
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
の
方
々
は
メ

モ
を
片
手
に
行
政
職
員
の
話
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
第
四
回
の

委
員
会
で
は
、
行
政
と
市
民
の
関
係
性
、
協
働
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
策
定
過
程
そ
の
も
の
が
行
政
と
市
民

の
あ
り
方
、
協
働
の
あ
り
方
な
ど
を
示
し
て
い
く
も
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。 

地
方
自
治
法
第
二
五
〇
条
二
〇
で
は
、
現
行
の
指
定
都
市
制
度
に
つ
い

て
、
「
市
長
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
条
例
で
、
そ
の
区
域

を
分
け
て
区
を
設
け
、
区
の
事
務
所
又
は
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

そ
の
出
張
所
を
置
く
も
の
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
区
役
所
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
意
義
と
し
て
は
、
①
住
民
に
身
近
な
行
政
機
関
と
し
て
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
の
移
動
コ
ス
ト
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る

な
ど
、
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
②
大
都
市
に
お
け
る
膨
大

な
事
務
量
に
つ
い
て
、
本
庁
と
区
役
所
の
間
で
機
能
分
担
を
行
う
こ
と
で

行
政
運
営
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
③
市
民
に
身
近
な
と
こ
ろ

で
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
て
そ
れ
を
行
政
運
営
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
機
能
の
う
ち
、
市
議
会
議
員
の
選
挙
区
が
行
政
区
を
単
位
と

さ
れ
、
区
に
選
挙
管
理
委
員
会
が
お
か
れ
る
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

市
民
の
意
思
を
行
政
区
で
集
約
す
る
機
能
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
市
民
の
利
便
性
向
上
、
行
政
運
営
の
効
率
性
向
上

の
観
点
か
ら
、
全
国
一
律
、
全
市
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
機
能
が

重
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
実
際
、
公
選
の
区
長
を
お
く
特
別
区
と

比
較
す
れ
ば
、
指
定
都
市
の
行
政
区
の
区
長
は
事
務
吏
員
（
行
政
職
員
）

で
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
役
割
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
、
各
区
の
実
状
に
あ
っ
た
区
の
行
政
を
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
協
働
型
の
事
業
を
展
開
す
る
な
ど
、
地

域
の
協
働
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
川
崎
市
で
も
各
区
の
独
自
予
算
の
拡

充
、
区
を
単
位
と
し
た
計
画
の
策
定
作
業
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

自
治
キ
ー
ワ
ー
ド 

指
定
都
市
の
区
役
所 

 


